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2022年度実施概要 

教育委員会名 

気仙沼市教育委員会 

採択活動名 

「海と生きる」を学び，地域と共に気仙沼・未来創造力（海洋リテラシーfor 気仙沼を含む）を育む海洋

教育 

取り組みの概要 

１ 気仙沼市の海洋教育推進体制と地域版海洋リテラシーに基づくカリキュラム開発と実践 

（1）「海洋リテラシーfor気仙沼」の理解と普及のための新たな枠組み 

   昨年度（令和 3 年度）に地域版海洋リテラシーとして策定した「海洋リテラシーfor 気仙沼」につ

いての各園・校の理解と活用，普及に向けて，海洋教育パイオニアスクールプログラム参加校（幼稚

園 5園，小学校 10 校，中学校 4校）の枠組みを新たに特例校，挑戦校，推進校の 3フェーズ（資料 1

参照）とした。特例校と挑戦校は「海洋リテラシーfor 気仙沼」を発達段階や地域の実情に応じて育

成していくという課題に挑戦的かつ重点的に取り組み，本市海洋教育のねらいに迫る牽引役として，

他の推進校やパイオニアスクール参加校以外の学校のモデルとなる取組を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【資料 1：海洋教育パイオニアスクール参加校の「新たな枠組み」とその役割】 

（2）「海洋リテラシーfor気仙沼」の系統性（幼稚園，小学校，中学校のつながり） 

   「海洋リテラシーfor 気仙沼」の内容を発達段階に応じてより捉えやすく，扱いやすいものとする

ために，本市海洋教育推進委員会において幼稚園から中学校までの系統的なつながりを大原則毎に検

討し，本年度の案（資料 2参照）として仮置きした。具体的には，各園・校の取組の状況を踏まえな

がら，それぞれの海洋教育全体計画や年間指導カリキュラム，授業案の中に海洋リテラシーを位置付

けられるように小項目の内容と文言を吟味した。今後は，この仮置き案を精査し，実践のねらいや方

向性，発達段階に応じて育みたい資質能力，活動内容等と海洋リテラシーとの関係性をより明確にす

るとともに，海洋リテラシーを念頭に置いた実践を通して各園・校の目的や計画等を見直し，児童生

徒や教員，地域の変容把握と実践の改善，充実につなげていきたいと考える。 
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【資料 2：「海洋リテラシーfor気仙沼」の縦のつながり（系統の目安）R4仮置き】 

２「海洋リテラシーfor 気仙沼」に基づくカリキュラム開発と，海洋教育副読本「『海と生きる』を学ぶガ

イドブック～未来をえがくわたしたち～」活用による実践 

   昨年度（令和 3年度）に作成した海洋教育副読本「『海と生きる』を学ぶガイドブック」は，「海洋

リテラシーfor 気仙沼」と一体的で双方向的な構成となっており，副読本を効果的に活用することが

海洋リテラシーを育むことにつながる。海洋教育推進校，挑戦校，特例校のいずれにおいても副読本

を教科等で積極的に活用し，児童生徒の体験活動や「問い」への導きによる探究的な学びの深まり，

地域での貢献活動などの事例が多く見受けられた。また，市海洋教育推進委員が副読本の活用例とし

てそれぞれ所属する幼稚園，小・中学校において先行して実践したモデル事例集を作成し，市内全て

の海洋教育パイオニアスクールが参加する市海洋教育推進連絡会において活用事例（資料 3参照）と

して紹介し学び合った。本年度の各園・校からの実践報告にも活用実践が複数示されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 3：「海と生きる」を学ぶガイドブック活用実践記録（特例校小学校高学年の例）】 



2022年度実施概要_教育委員会 

３ 海洋教育のさらなる展開に向けて 

(1) 公開授業研究会や成果発表会の実施 

 ① 市立幼稚園 5園連携による「海洋教育こどもサミット in小泉海岸」の実施 

   本年度市立幼稚園の 5園全てが海洋教育パイオニアスクールに参加し，昨年度に続いて 2回目とな

る幼稚園連携による海での交流会（幼稚園こどもサミット）

を実施した。海をフィールドに，海に出会い，海に親しみ，

他園の友達と触れ合いながら，五感を活用して楽しく遊ぶこ

とをねらいに行っている活動である（資料 4 参照）。それぞ

れの園では，事前に互いにオンラインで紹介し合ったり，事

後に東京大学海洋教育センターの特任研究員にオンライン

で質問したりするなどＩＣＴも積極的に活用した。来年度は

年 2回，環境が異なる海での交流活動を計画している。 

                             【資料 4：幼稚園連携での海のサミット】 

 ② 海洋教育特例校・挑戦校による公開授業研究会と成果発表会ｚ 

   海洋教育特例校 2校（鹿折小・唐桑小）では，特設の領域「海と生きる探究活動」の公開授業を実

施（資料 5参照）し，海洋教育パイオニアスクールを含む市内幼稚園，小中学校の教員が教科等との

横断による探究的な学習の一端を発信・参観した。海洋

教育挑戦園（小泉幼）では，幼児教育に携わる教員や保

育士，小学校教員等を対象に，海洋教育に関する教育活

動の一端を広く公開した。同じく挑戦校 2校（大島小・

面瀬小）でも探究的な学習としての授業を公開した。ま

た，特例校 2校（鹿折小・唐桑小）と挑戦校 1校（大島

小）では，「海と生きる」学びの 1 年間の成果を，フォ

ーラムやサミット，発表会の形で保護者や地域，企業，

大学関係者等を招待してポスターセッション形式で発

表し，交流を深める様子を広く発信し普及に努めた。  【資料 5：海洋教育での公開授業研究会】 

 

(2) 地域・国を超える学び合い等の実施 

   毎年度，東北地域で海洋教育に取り組んでいる小・中・高校が一堂に会して開催している「海洋教

育こどもサミット」を，本年度は気仙沼市教育委員会が主催となって開催した。気仙沼市，洋野町，

只見町に加え，鶴岡市も初参加し 32校による実践発表・交流と，「未来で海と生きるために必要なこ

とは何だろう」をテーマに学びの深め合いを行った。中学生が進行，高校生がファシリテーターを務

めるという画期的なサミットを通じて，それぞれの地域の海の

姿を切り口にしながらも温暖化や海洋ごみ等，地球的視野で多

面的・多角的に学び合うことができていた。また，特例校 1 校

（鹿折小）では，地球温暖化による気候変動を共通テーマに，3

～6 年生児童が，文化，水，産業，食，未来などについての学習

経緯を紹介し合いながら，キリバス共和国の War Memorial小学

校とオンライン交流を行った（資料 6参照）。昨年度から始まっ

た国際海洋教育交流として来年度以降も継続する予定である。 【資料 6：キリバスとの学習交流】 
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(3) 教員研修会（他地域を含む）の実施 

   本市の海洋教育パイオニアスクールプログラム参加校に県立

高校 2 校が加わり，年間 5 回開催している海洋教育推進連絡会

において，本年度は以下の研修講話と実践事例の発表，情報交

換等による教員研修会を開催した。これらの一部を，洋野町，

只見町，鶴岡市など海洋教育を推進している他地域ともオンラ

インによる教員での学び合いとして実施した。毎回，東京大学

海洋教育センターや海洋政策研究所などの研究者，地元気仙沼

の企業や行政関係者等から，本市の海洋教育の在り方や各園・

校の実践について指導助言（資料 7参照）を得ている。    【資料 7：連絡会での学び合い】 

 【2022（令和 4）年度 気仙沼市海洋教育推進連絡会（年 5回開催）での研修講話】 

  第 1回 「海洋教育のビジョン」      東京大学海洋教育センター 教授 田中智志 氏 

  第 2回 「海洋酸性化のはなし」      東京海洋大学学術研究院 准教授 川合美千代 氏 

  第 3回 「我が国の小学校における海洋教育現場の課題～実践報告のテキストマイニングによる分析

結果～」                  笹川平和財団海洋政策研究所 研究員 小熊幸子 氏 

  第 4回 「100年先を見据え，みらい造船が描く未来と私が描く夢」 

                          （株）みらい造船 広報担当 梶原美羽 氏 

  第 5回 「海洋教育と道徳教育～海洋リテラシーfor気仙沼と道徳科のつながり～」 

                東京大学海洋教育センター/みなとラボ 特任研究員 梶川 萌 氏 

(4) 地域・保護者への海洋教育の発信と普及 

   前述した海洋教育に関する公開研究会や成果発表会，海洋教育こどもサミットの視聴などを通し

て，保護者や地域，市民等への発信と普及に努めた。この他にも各園・校では，海洋教育に関する取

組の様子をリーフレットやポスター，冊子などにまとめた成果物を家庭や地域，企業などに広く配布

し普及に努めている。また，特例校（鹿折小）や挑戦園（小泉幼）など，海洋教育に対する保護者の

意識について学校アンケート（資料 8参照）などで把握している園や学校も複数ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【資料 8：2022（令和 4）年度 海洋教育に関する保護者アンケート結果（意識調査）の例】 



2022年度実施概要_教育委員会 

(5) 全市的な展開 

  「海と生きる」を震災復興キャッチフレーズに掲げる本市では，関係諸機関・団体等が連携協働して

「海洋プラスチックごみ対策アクションプラン」を推進している。また，市民の理解と協力を得て，

本市の SDGs 達成を目指す組織として「仮称：気仙沼市持続可能な社会推進市民会議（通称：サステ

ナ市民会議）がまもなく立ち上がる。市教育委員会では，高校生を中心に地元企業と連携した「気仙

沼 学びの産官学コンソーシアム」も動き出している。海洋教育パイオニアスクールプログラムとし

て，幼・小・中学校において体系的・探究的に継続している海洋養育の成果を生かしつつ，これらの

大人やユースの取組と関連させながら，全市的な取組へと展開し発展させていきたいと考えている。 

活動参加校名 

1.気仙沼市立唐桑幼稚園 

2.気仙馬市立松圃幼稚園 

3.気仙沼市立津谷幼稚園 

4.気仙沼市立小泉幼稚園（挑戦園） 

5.気仙沼市立大谷幼稚園 

6.気仙沼市立九条小学校 

7.気仙沼市立鹿折小学校（特例校） 

8.気仙沼市立松岩小学校 

9.気仙沼市立階上小学校 

10.気仙沼市立大島小学校（挑戦校） 

11.気仙沼市立面瀬小学校（挑戦校） 

12.気仙沼市立唐桑小学校（特例校） 

13.気仙沼市立中井小学校 

14.気仙沼市立小泉小学校 

15.気仙沼市立大谷小学校 

16.気仙沼市立階上中学校 

17.気仙沼市立面瀬中学校 

18.気仙沼市立唐桑中学校 

19.気仙沼市立大谷中学校（挑戦校） 


